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２月号 

新居浜公民館 
広報部 

３２－８３１２ 
 

   

こ 

よ 

み 
 

 

如 

月 
  

１
日
（
木
）
北
中 

3
年
実
力
テ
ス
ト
～
（
２
日
ま
で
） 

２
日
（
金
）
北
中 

少
年
式 

５
日
（
月
）
新
小 

親
善
球
技
大
会
（
サ
ッ
カ
ー
大
会
） 

６
日
（
火
）
新
小
１
年 

昔
の
遊
び 

11
日
（
日
）
建
国
記
念
の
日
（
休
館
日
） 

１１
日
（
日
）
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

１３
日
（
木
）
民
協
会 

14
日
（
水
）
北
中 

新
入
生
説
明
会 

１４
日
（
水
）
新
小 

移
動
図
書
館
（
13
時
～
13
時
40
分
） 

１５
日
（
木
）
北
中 

3
年
進
路
保
護
者
懇
談
会 

１９
日
（
月
）
え
ん
ぜ
る
っ
こ 

１９
日
（
月
）
広
報
部
会 

２０
日
（
火
）
サ
ー
ク
ル
人
権
研
修 

１０
時
～
・
１４
時
～ 

２１
日
（
水
）
北
中
学
年
末
テ
ス
ト
（
～
２３
日
） 

２２
日
（
木
）
新
小 

新
入
生
物
品
販
売
・
体
験
入
学 

２４
日
（
土
）
公
民
館
研
究
大
会 

２６
日
（
月
）
自
治
会
長
会 

２８
日
（
水
）
新
小 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ 

新
小 

移
動
図
書
館
（
13
時
～
13
時
40
分
） 

 

 

 

 

女
性
の
会
よ
り
お
知
ら
せ 

2
月
４
日
（
日
） 

8
時
か
ら
11
時
ま
で
、
古
布
回
収
を 

公
民
館
玄
関
入
り
口
で
実
施
致
し
ま
す
。 

御
協
力
を
お
願
い
致
し
た
い
ま
す
。 

    

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す 

 

前
田 

道
子
様
（
前
田 

揚
生
様 

母
）
８２
歳 

旭 

       

 

今
年
も
、
一
年
の
無
病
息
災
や
家
内
安
全
を
願
う
新
春
恒
例
行
事

「
お
水
と
り
」
が
7
日
、
市
指
定
史
跡
「
つ
づ
ら
淵
」
で
行
わ
れ
、
年
男
・

年
女
の
方
々
が
若
水
を
く
み
ま
し
た
。
午
前
6
時
、
提
灯
に
照
ら
さ

れ
た
泉
の
周
り
に
は
、
地
域
の
方
々
が
集
ま
り
、
厳
粛
な
雰
囲
気
で
神

事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

12
歳
か
ら
84
歳
の
犬
年
生
ま
れ
の
5
人
が
、
ひ
し
ゃ
く
で
淵
か
ら

湧
き
出
る
水
を
た
る
に
注
ぎ
入
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
引
く
台
車
で
、
一

宮
神
社
に
奉
納
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
若
水
自
治
会
館
で
は
、
つ
づ
ら
渕
の
湧
き
水
で
炊
い
た
「
七

草
が
ゆ
」が
振
る
舞
わ
れ
「今
年
一
年
の
無
病
息
災
」を
祈
り
ま
し
た
。 

           

「つ
づ
ら
渕
の
名
前
と
歴
史
」 

 

１
２
０
０
年
以
上
も
昔
、
こ
の
あ
た
り
は
「
津
倉
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
「
津
」

は
、
港
や
船
着
き
場
を
表
し
、
奈
良
時
代
に
は
東
大
寺
や
法
隆
寺
の
荘
園
の

米
穀
を
収
納
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
こ
こ
に
は
、
清
水
の
湧
き
出
る
渕
が
あ
り
、
葦 あ

し

の
茂
っ
た
沼
地
と
な
っ

て
い
た
。
こ
の
「
津
倉
」
が
次
第
に
訛
っ
て
、
津
倉
の
渕
「
つ
づ
ら
渕
」
と
な
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。 

 

一
宮
神
社
の
社
史
に
よ
る
と
、
平
安
の
昔
か
ら
、
こ
の
「
つ
づ
ら
渕
」
は
霊
泉

と
し
て
多
く
の
伝
説
が
残
っ
て
お
り
、
ど
ん
な
に
日
照
り
が
続
い
て
も
、
こ
の
泉

は
枯
れ
た
事
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

「お
水
取
り
行
事
の
由
来
」 

 

古
よ
り
、
毎
年
正
月
七
日
の
早
暁
に
、
地
元
の
人
が
集
ま
り
、
つ
づ
ら
渕
か

ら
湧
き
出
る
清
水
を
汲
ん
で
一
宮
神
社
に
お
供
え
し
、
平
和
と
無
病
息
災
を

祈
願
す
る
「
若
水
く
み
」が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
行
事
も
、
昭
和
五
年
こ
ろ

よ
り
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
の
で
、
こ
の
辺
り
一
帯
は
、
葦
の
茂
っ
た
渕
と
な
り
、

水
も
豊
富
で
魚
も
住
ん
で
い
た
。
そ
の
つ
づ
ら
渕
が
、
い
つ
の
間
に
か
ご
み
捨
て

場
の
よ
う
に
な
り
、
わ
き
水
も
汚
れ
て
き
た
。 

 

そ
の
様
子
を
見
て
、
何
と
か
昔
の
よ
う
な
清
ら
か
な
つ
づ
ら
渕
に
し
た
い
と
、

町
内
の
有
志
が
集
ま
り
、
昭
和
50
年
に
「つ
づ
ら
渕
保
存
会
」を 

結
成
し
た
。
そ
し
て
、
浄
財
を
募
っ
て
、
昭
和
51
年
に
は 

約
55
平
方
メ
ー
ト
ル
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
囲
い
、
小
さ
い 

社
を
造
っ
て
保
存
す
る
と
と
も
に
、
「若
水
く
み
」
も
復
活 

し
た
。
昭
和
52
年
か
ら
子
供
会
愛
護
班
が
参
加
し
、
行
事 

の
後
は
、
婦
人
会
に
よ
り
「
七
草
が
ゆ
」が
ふ
る
ま
わ
れ
る
。 

「若
水
町
」と
い
う
町
名
も
「若
水
が
湧
き
出
る
町
」と
い
う 

こ
と
で
命
名
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。 
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１月２１日（日）冬の風物詩である、第３３回新居浜凧上げ大会が、 

マリンパーク新居浜で開催されました。 

新居浜小学校６年生児童は、大凧を作成し、エントリーしました。 

大会当日は、晴天に恵まれ、残念ながら、凧揚げには風が吹いていま

せんでしたが、生徒たちは一所懸命、大空に向かって凧を上げていま

した。３７０人の方が参加し、中でも「新居浜小学校」の凧は、風のない

中、空へ空へと舞い上がろうとしていました。 

みんなが力を合わせて、心がひとつになった凧上げ大会でした。 

 

結果発表「６年１組 大会長賞」を見事獲得しました！  

おめでとうございます。 

えんぜるっこ(子育て支援事業) 

内 容  「ちょっと早めのひな祭り」 

日 時  平成３０年２月１９日(月)午前 10 時～ 

場 所  新居浜公民館 １階和室 

対象者  新居浜校区にお住まいの親子（乳幼児･未就園児） 

問合せ  主任児童民生委員  大野美幸（090-9552-3966） 

 

 

 

「活き生きセミナー」（卒業式、入学式に向けて） 

         世界に一つしかないコサージュ作り 

日  時     平成３０年２月２７日（火） 午前９時～ 

材料費       １，０００円   

持参するもの  裁縫道具 

定  員     １０名   

申込締切日   ２月１３日 

 

 

 

 

 第５８回 新居浜市公民館大研究大会 
期  日 平成３０年２月２４日（土） 

場  所 新居浜市市民文化センター 中ホール 

主  催 新居浜市公民館連絡協議会 新居浜市教育委員会 

大会主題  「公民館・学校・地域との連携・協働活動」 

サブテーマ～コミュニティスクールとは～ 

日  程    ９：３０～ ９：４５  受付 

       ９：４５～ １０：１５  開会行事 

       １０：２５～１０：５５  講演（竹原和泉先生） 

       １１：００～１１：５５   パネルデスカッション     

（泉川中学校小西校長・藤田連Ｐ会長・中萩公民館衣川館長 

 教育委員会榎木戦略監・竹原先生） 

１１：５５～閉会行事 

 

 

  

 

               

 

 

～新居浜校区の皆さんと共に～ 

七草粥を食べて元気になろうを開催しました！ 

新居浜校区まちづくり推進委員会 

１月９日（火）、新居浜校区まちづくり推進委員会が中心とな

り開催しました。 

「せり・なずな・ごぎょう・はこべら・ほとけのざ・すずな・すずし

ろ」を入れた七草粥を無病息災・家内安全・地域発展を祈

願しながら地域の方約１００人が食し、有意義な地域交流が

行われました。参加して下さりました地域のみなさまありがと

うございました。 

また、朝早くから七草粥の準備をして下さった地域の女性の

皆さまお世話になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


